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コロナに負けない歌の本-１ 

 

も く じ ＜元歌＞ 

 

コロナは続くよ・・・・・・・＜線路はつづくよどこまでも＞ 

 

新型コロナはおそろしい・・・＜おたまじゃくしは蛙の子＞ 

 

コロナはみんな生きている・・＜手のひらを太陽に＞ 

 

だまされコロコロ・・・・・・＜どんぐりころころ＞ 

 

コロナ・・・・・・・・・・・＜海はひろいな大きいな＞ 

 

コロナ来た・・・・・・・・・＜春がきた 春がきた＞ 

 

コイケとスガ・・・・・・・・＜もしもしかめよ＞ 

 

こんな夏でした・・・・・・・＜卯の花のにおう垣根に＞ 

 

マスクの歌・・・・・・・・・＜さいたさいたチューリップの花が＞ 

  

川ばたの町・・・・・・・・・＜ホタルの宿は川端やなぎ＞ 

 

コロナだわ・・・・・・・・・＜あれすずむしが鳴いている＞ 

 

お葬式・・・・・・・・・・・＜もういくつ寝るとお正月＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



コロナは続くよ 

（「線路はつづくよどこまでも」で歌えます） 

 

コロナはつづくよ どこまでも 

    野をこえ山こえ 谷こえて 

    はるかなまちまで ぼくたちの 

    楽しい毎日を こわすのさ 

 

コロナはうつるよ だれにでも 

    ぼくらの集まる 場所こわい 

    密閉（みっぺい）密集（みっしゅう）に 密接（みっせつ）の 

    三密（さんみつ）あぶない 気をつけろ 

 

    ラララララ ラララララ 

    ララララララ ラララ 

    ラララララ ラララララ 

    ララララララ ラ 

   

コロナはつづくよ いつまでも 

    だれかが運んで くるのです 

    マスクで出かける いつだって 

    帰れば手洗い うがいして 

 

 

新型コロナはおそろしい 

（「おたまじゃくしは蛙の子」で歌えます） 

 

父ちゃん会社に 出かけるな 

   母ちゃんパートに 出かけるな 

   コロナこわいよ 気をつけろ 

   出かけりゃどこかで うつされる 

 

にいちゃん学校 お休みだ 

   チビッコ保育所 お休みだ 

   コロナあぶない じっとしろ 

   じっとしてなきゃ うつされる 

 

じいちゃんカラオケ 行かないで 

   ばあちゃんコーラス 行かないで 

   コロナ唄うと 吸い込むよ 

   声を出すだけ いきするな 

 

行くな 入るな 集まるな 

   さわるな しゃべるな 近寄るな 

   コロナマスクだ 消毒だ 

   消毒しすぎて 手があれた 

  

新型コロナは おそろしい 

   トヨタの車じゃ ないわいな 

   マスクをしないで 出かけたら 

   やがて咳出る 熱が出る 

 



コロナはみんな生きている 
（「手のひらを太陽に」で歌えます） 

 

コロナはどこで 生きている 

生きているから こわいんだ 

コロナはそこで 生きている 

生きているから おそろしい 

手でさわり せき・くしゃみ まわりに飛べば 

あっさり移るよ あっという間に 

手のひらを ふくだけじゃ 助からないよ 

そこでコロナ 生きているんだ 

おそろしいんだ 

 

コロナはどこで 生きている 

生きているから こわいんだ 

コロナはそばで 生きている 

生きているから おそろしい 

せまい部屋に集まって おしゃべりすれば 

やっぱりあぶない 君のからだ 

電車だって 酒場だって カラオケだって 

そばでコロナ 生きているんだ 

おそろしいんだ 

 

 

だまされ ころころ 
（「どんぐりころころ」で歌えます） 

 

マスクがあります いかがです 

消毒液も ありますよ 

今すぐたのめば まにあうよ 

早くしないと なくなるよ 

 

お金がもらえる 手続きを 

あなたの口座の 番号は 

   暗証番号 おしえてね 

   早くしないと まにあわぬ 

 

電話がかかって きましたよ 

     さてさてあなたは どうします 

話を聞いたら あぶないよ 

返事をしないで すぐに切れ 

 

 

コロナ 
（「海はひろいな大きいな・・・」で歌えます） 

 

コロナこわいな おそろしや 熱が上がるし 気は沈む 

コロナうつるの 防ごうよ マスク うがいに 手洗いを 

コロナうつるの 怖いから 人がいるとこ 行かないの 

 

 



コロナ来た 
（「春が来た」で歌えます） 

 

コロナ来た コロナ来た どこに来た 

町に来た 店に来た 家（うち）に来た 

 

鼻が出る 鼻が出る どこで出る 

起きて出る 寝ても出る いつも出る 

 

熱が出る 熱が出る 何度出る 

７度（ななど）出る せきも出る 病院へ 

 

 

コイケとスガ 
（「うさぎとかめ」で歌えます） 

 

もしもしスガよ スガさんよ 

世界の内で お前ほど マスクが地味な 者はない 

どうしてそんなに 地味なのか 

 

何とおっしゃる コイケさん 

そんならお前と かけくらべ 東京五輪が 終るまで 

どちらのマスクが 生きぬくか 

 

どんなにスガが 急いでも 

開会式まで もたぬだろう ステイホームで ひとねむり 

グウグウ グウグウ グウグウグウ 

 

これは寝すぎた しくじった 

ピョンピョン ピョンピョン ピョンピョンピョン 

あんまり遅い コイケさん マスクの自慢は どうしたの 

 

 

こんな夏でした 
（「夏はきぬ」で歌えます） 

 

うの花の においわからず 食べるもの 味がわからぬ 

しのんで暮らす 夏でした 

 

 五月雨の そそぐ頃には 隔離（かくり）され つらい毎日 

二週の入院 夏でした 

 

立ち話 聞けば陰口（かげぐち） 窓近く 外を見るだけ 

さびしい毎日 コロナです 

 

マスクの歌 
（「チューリップ」で歌えます） 

 

マスク マスク コロナのマスク 

ならんだ ならんだ 赤 白 黄色 

どの顔見ても 口見えぬ  



川ばたの町 

（「ホタルの宿は・・・」で歌えます） 

 

コロナの宿は 川ばたの町 柳おぼろに 夕闇よせて 

川のメダカが 夢見る頃は 

コ、コ、コロナが 目をさます 

 

川風そよぐ お店の中で 酒だ おしゃべり カラオケさわぎ 

空に三日月 出てくる頃は 

コ、コ、コロナが 飛んでくる 

 

川ばたの町 お店の中で かなたこなたに 友呼びつどい 

群れてさわいで ゆかいな夜は 

コ、コ、コロナが キバをむく 

 

 

コロナだわ 
（「虫のこえ」で歌えます） 

 

あれ鼻水が 流れてる 

チョロチョロチョロチョロ チョーロチョロ 

あれ少しだけ 熱も出た 

シンパイ シンパイ シーンパイ 

秋の夜長に ねられない 

ああ おそろしや コロナだわ 

 

コロコロコロコロ コロナかな 

ガタガタガタガタ 寒気する 

あとから咳まで 飛び出して 

コンコンコンコン コーンコン 

秋の夜長に ねむれない 

ああ おそろしや コロナだわ 

 

 

お葬式 

（「お正月」で歌えます） 

 

もういくつ寝ると お葬式 

お葬式には 人あつめ 歌を歌って にぎやかに 

早く来い来い お葬式 

 

もういくつ寝ると お葬式 

コロナが済んだら 友達を 沢山呼んで さわぎましょ 

早くみんなで お葬式 


